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「令和８年度第１回　行財政改革審議会」

１．「DX推進に向けた中間答申」のふり返り　　　

１　市民や職員にわかりやすい方針・目標の設定

市では、現在、多様な情報基盤やデジタル技術を活用し、市のDXの活用を推進している。この取組
みを加速させるために、「行かない市役所」「書かない窓口」など、市民・職員から共感を得られる具
体的かつ効果をイメージできる方針を掲げること。

2　市民サービスの充実に向けた実のある取組みの展開

市民にとって行政のDXとは、「便利に、安心できる毎日」を届けるための手段に過ぎない。その点
を踏まえ、市民が効果を実感できる取組みを展開し、市民サービスの充実を図ること。

行政手続きのオンライン化や窓口受付予約制の導入などにより手続きを簡素化し、市民の時間の節
約につながるような取組みを展開すること。

3　デジタルディバイド・セキュリティへの配慮

デジタル化により「便利さ」を届けようとする一方で、デジタル化やセキュリティに不安を感じる
方々への支援が不可欠であり、「デジタルディバイド（情報格差）に配慮する」という理念を、具体的
な手段を通じてどのように実行するかが、重要である。

デジタル化やセキュリティに不安を感じる方や外国籍市民にも使いやすい手続きの整備、窓口で丁
寧な対応に努めるよう周知・徹底するなど、「誰一人取り残さないDX」を念頭に置いて進めること。
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「令和８年度第１回　行財政改革審議会」

１．「DX推進に向けた中間答申」のふり返り　　　

４　職員のデジタルスキルの向上

　　　市民サービス向上には、職員のスキルアップが不可欠である。DXを技術的な変化だけではな
く、職員の技術的能力、発想力、課題発見力、問題解決力の向上を目指す人材育成の機会と捉える
こと。

これを機にデジタルスキルを課題解決につなげることのできる"DX人材"の育成に向けた研修プロ
グラムの設定や、生成AIのような新しい技術を実際の業務に活用していくための導入支援などを
行うことで、市全体のサービス品質向上につなげること。

5　業務の効率化による成果の市民サービスへの再配分

業務の効率化に加え、効率化により得られた「余裕」は市民サービスの充実へ還元すること。“時間
を生み出す自動化”や“正確さをもたらすデジタル技術”により職員の負担を軽減し、さらに市民に
寄り添える環境を整えること。
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「令和８年度第１回　行財政改革審議会」

２．「川西市DX推進アクションプラン」
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「令和８年度第１回　行財政改革審議会」

２．「川西市DX推進アクションプラン」

　　「川西市DX推進アクションプラン」の説明

スライド追加

中間答申との関連
1　市民や職員にわかりやすい方針・目標の設定
2　市民サービスの充実に向けた実のある取組みの展開 
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「令和８年度第１回　行財政改革審議会」

２．「川西市DX推進アクションプラン」

　　「川西市DX推進アクションプラン」の説明

スライド追加

中間答申との関連
3　デジタルディバイド・セキュリティへの配慮
４　職員のデジタルスキルの向上
5　業務の効率化による成果の市民サービスへの再配分 
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「令和８年度第１回　行財政改革審議会」

２．「川西市DX推進アクションプラン」
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　　「川西市DX推進アクションプラン」の説明

スライド追加
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３.DX推進に向けた具体的な検討項目（市民サービスの向上）

添付書類のデジタル送付

②書かない窓口

電子で申請（自宅等から）

申請書の電子化

証明書の郵送(市民へ)

電子化した添付書類
を関係部署で共有

市民の手続き

　

市役所市民

④窓口・支払い

ｷｬｯｼｭﾚｽ決済
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

①行かない市役所

決定通知書等の送信

③待たない窓口

窓口の来庁予約
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「令和８年度第１回　行財政改革審議会」

「窓口改革推進ワーキング」による導入検討
（R8から検討開始）
⇒R10年度からシステム導入を目指して

将来的に
「行かない市役所」
を目指して

【電子申請の推進】
市民手続きの電子化を推進
庁内手続件数：519件
R7年度電子化導入件数：25件

【代表例】
・保育所入所申請
・留守家庭児童クラブ申請
⇒通常の申請であれば、電子のみで
申請手続きが完了

口座振替の
　申込手続電子化
⇒税部門で導入調整中
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３.DX推進に向けた具体的な検討項目（全体図_業務効率の向上）

市の業務

（職員の業務効率化）
＜事例＞
○文書・資料・議事録作成
・新たな生成AIサービスの導入
（行政に特化した機能を持つ
「QommonsAI」を全庁に導入）

○AI-OCRで申請書のデジタル化
・手書き申請の多い業務で検討

(市民等から問い合わせ)
＜事例＞

○AIチャット検索
　・R7.10から市HPにて運用開始
　　（現在、精度向上の調整中）

＜事例＞
○電子契約システムの導入
○家屋評価システムの導入
○被災者支援システムの導入
○施設の遠隔施錠の導入
　（ギャラリーかわにし）
○留守家庭児童育成クラブの
　入退所管理システムの導入
○消防職員向け勤怠管理の導入

AIの活用 システム・ソフトの活用

業
務
効
率
の
向
上
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「令和８年度第１回　行財政改革審議会」

意見交換
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　・DX推進アクションプランについて
　

　・中間答申や市の取組みに追加した方がよい視点・項目について
　　※新たな視点や不足している視点
　　【新しい視点の例（事務局想定案）】
　　　　⇒BPRの視点
　　　　⇒バックヤード改革の視点
　　　　⇒マイナンバー活用の視点
　　　　⇒オープンデータの分析、施策反映の視点

　　【不足している点】
　　　　⇒デジタルディバイドに対応する具体的な取組み　　　　

　・DX推進にかかる全体理念の具体化について
　　　⇒令和10年度以降も継続して持つべき考え方
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「令和８年度第１回　行財政改革審議会」

４．今後のスケジュール

　【第1回審議会】

　　○令和8年7月31日（金）：オンライン開催

　【第2回審議会（予定）】
　　○令和8年10月下旬：オンライン開催（予定）

　【第3回審議会（予定）】
　　○令和8年12月中旬～下旬：開催方法未定
　　
　【最終答申について】
　　　案①：第3回審議会時に「最終答申」をする
　　　案②：内容調整期間を設け、1月以降に書面等で「最終答申」をする

　　　
　　　※審議会での審議内容や状況を考慮し調整をさせていただきます。
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